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2023-4 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｄ 

自
明
な
前
提
と
し
て
の
世
界
を
対
象
的
に
把
握
す
る
「
知
る
」
と
、
自
明
な
前
提
自
体
を
疑
う
場
所
か
ら
世
界

の
意
味
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
「
考
え
る
」
の
差
異
。 

  

■
採
点
方
法
： 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
自
明
な
前
提
と
し
て
の
世
界
」
：
２
点 

 
 
 ■

要
素
Ｂ
「
対
象
的
に
把
握
す
る
」
：
２
点 

 
 ■

要
素
Ｃ
「
自
明
な
前
提
自
体
を
疑
う
」
：
２
点 

 
 

 

■
要
素
Ｄ
「
世
界
の
意
味
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
  ■

要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

差
異
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
「…

…

差
異
の
こ
と
。
」
、
「…

…

と
い
う

違
い
。
」
な
ど
も
許
容
。
ま
た
、
「
知
る
こ
と
は
～
だ
が
、
考
え
る
こ
と
は
～
。
」
と
い
う
形
も
許
容
す
る
。

不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



2

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 

Ｄ 

日
常
的
に
慣
れ
親
し
ん
だ
世
界
に
お
け
る
、
日
々
生
起
す
る
目
新
し
い
事
件
を
気
晴
ら
し
に
消
費
す
る
だ
け
で 

Ｅ 思
考
の
動
力
に
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
驚
き
の
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
日
常
的
に
慣
れ
親
し
ん
だ
世
界
に
お
け
る
」
：
２
点 

 
 
 

■
要
素
Ｂ
「
日
々
生
起
す
る
目
新
し
い
事
件
」
：
２
点 

 
 

 

■
要
素
Ｃ
「
気
晴
ら
し
に
」
：
１
点 

 
 

 

■
要
素
Ｄ
「
消
費
す
る
だ
け
で
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｅ
「
思
考
の
動
力
に
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
」
２
点 

 
 

 
 

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



3

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

自
明
性
へ
の 

驚
き
に
よ
っ
て
知
性
的
な
思
考
は
始
ま
る
が
、
そ
の
驚
き
の
た
め
に
は
知
性
的
な
思
考
が
必
要 

 
 

 
 
 
 

Ｄ 

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
つ
の
循
環
で
あ
る
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
自
明
性
へ
の
（
驚
き
）
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
驚
き
に
よ
っ
て
知
性
的
な
思
考
は
始
ま
る
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
驚
き
の
た
め
に
は
知
性
的
な
思
考
が
必
要
」
：
２
点
」 

 
 

 

■
要
素
Ｄ
「
こ
れ
ら
は
一
つ
の
循
環
で
あ
る
」
：
２
点 

 
 

 
 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
、
「…

…

た
め
。
」
、
「…

…

の
で
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不

適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



4

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
字
数
が
一
〇
〇
字
に
満
た
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

哲
学
の
使
命
は
世
界
を
対
象
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
の
意
味
を
根
源
的
に
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｅ 

そ
の
た
め
に
驚
く
力
を
よ
び
さ
ま
す
こ
と
だ
が
、
肝
心
な
の
は
そ
の
過
程
で
生
産
さ
れ
る
知
識
よ
り
も
、
そ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 

し
た
知
識
を
生
み
出
し
続
け
る
力
、
す
な
わ
ち
自
明
な
も
の
に
驚
く
能
力
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
哲
学
の
使
命
は
世
界
を
対
象
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
は
な
く
」
：
２
点 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
哲
学
の
使
命
は
）
世
界
の
意
味
を
根
源
的
に
考
え
る
こ
と
」
：
２
点 

 
 
 

■
要
素
Ｃ
「
（
哲
学
の
使
命
は
）
そ
の
た
め
に
（
真
実
に
考
え
る
た
め
に
）
驚
く
力
を
よ
び
さ
ま
す
こ
と
」
：

２
点 

 
 
 

 

■
要
素
Ｄ
「
肝
心
な
の
は
そ
の
過
程
で
生
産
さ
れ
る
知
識
よ
り
も
」
：
２
点 

 
 
 

■
要
素
Ｅ
：
「
（
肝
心
な
の
は
）
そ
う
し
た
知
識
を
生
み
出
し
続
け
る
力
」
：
３
点 

 
 

 

■
要
素
Ｆ
：
「
自
明
な
も
の
に
驚
く
能
力
」
：
２
点 

 
 

・
十
二
～
十
三
段
落
の
内
容
に
対
応
す
る
要
素
。 

 
 

・
「
驚
く
能
力
」
、
「
真
実
の
驚
き
」
、
「
こ
の
世
界
へ
の
驚
き
」
、
「
思
考
の
驚
き
」
、
「
理
性
に
よ

る
驚
き
」
な
ど
、
「
自
明
性
へ
の
驚
き
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
な
い
表
現
の
場
合
、
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｇ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。  

 
 

   
 



5

問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

   

ａ 

逸
脱 

 

ｂ 

際
限 

 

ｃ 

催
眠 



第
二
問 

（
一
） 

文
科
ア
・
理
科
ア 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 
問
題 

１
０
ペ
ー
ジ
、
第
１
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
ア
・
理
科
ア
）
を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
、
書
き
誤
り
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
あ
か
ら
目
も
せ
ず
Ｂ
２
ま
も
れ
ば
、 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
よ
そ
見
も
せ
ず
に
Ｂ
２
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、 

  

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
よ
そ
見
も
せ
ず
に 

 
 要

素
Ｂ
【
２
点
】
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、 

 
 

     
 



第
二
問 

（
一
） 

文
科
エ
・
理
科
ウ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 
問
題 

１
１
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
（
１
１
ペ
ー
ジ
２
行
目
）
の
傍
線
部
（
文
科
エ
・
理
科
ウ
）
を
現
代
語
訳
す
る
問 

 
 
 
 
 

題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｃ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
、
書
き
誤
り
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
お
の
づ
か
ら
Ｂ
１
仕
る
事
Ｃ
１
に
や
候
ふ
ら
む
。 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
た
ま
た
ま
Ｂ
１
い
た
し
た
こ
と
Ｃ
１
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

  

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
た
ま
た
ま 

 
 要

素
Ｂ
【
１
点
】
い
た
し
た
こ
と 

 
 要

素
Ｃ
【
１
点
】
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

    
 



第
二
問 

（
一
） 

文
科
オ
・
理
科
エ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 
問
題 

１
１
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
（
１
１
ペ
ー
ジ
３
行
目
）
の
傍
線
部
（
文
科
オ
・
理
科
エ
）
を
現
代
語
訳
す
る
問 

 
 
 
 
 

題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
２
い
た
づ
ら
な
る
地
Ｂ
１
候
ふ
。 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
が
Ｂ
１
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
が 

 
 要

素
Ｂ
【
１
点
】
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

     
 



第
二
問 

文
科
（
二
）［
文
科
の
み
］ 

 
「
浅
黄
の
上
下
着
た
る
翁
」（
傍
線
部
イ
）
は
何
の
た
め
に
宰
相
の
前
に
現
れ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
０
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
の
傍
線
部
イ
「
浅
葱
の
上
下
着
た
る
翁
」
が
、
宰
相
の
前
に
現
れ
た
理
由
を
、
次 

 
 
 
 
 

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
説
明
す
る
問
題
。 

 
 
 

※ 

ま
と
め
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 

・
第
２
段
落
３
〜
４
行
目
の
翁
の
発
言 

 
 
 
 
 
 

「
年
ご
ろ
住
み
候
ひ
つ
る
所
を
、
か
く
居
し
め
給
へ
ば
、
大
き
な
る
嘆
き
と
思
ひ
給
へ
て
、
愁
へ
申
さ
む
が 

 
 
 
 
 
 

た
め
に
参
り
て
候
ふ
な
り
」 

  

■
・
文
末
表
現
は
「
た
め
」
が
望
ま
し
い
が
、「
何
の
た
め
に
」
の
説
明
に
な
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
以
外
で
も
よ
い
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
な
ど
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

浅
葱
の
上
下
着
た
る
翁 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
長
年
住
ん
で
い
た
所
に
Ｂ
２
宰
相
が
来
た
の
で
困
惑
し
、
Ｃ
１
そ
の
こ
と
を
宰
相
に
訴
え
る
た
め
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
長
年
住
ん
で
い
た
所
に 

 
 要

素
Ｂ
【
２
点
】
宰
相
が
来
た
の
で
困
惑
し
、 

 
 要

素
Ｃ
【
１
点
】
そ
の
こ
と
を
宰
相
に
訴
え
る
た
め
。 

 

 
 

        
 



第
二
問 

文
科
（
三
）・
理
科
（
二
） 

 
「
汝
が
愁
へ
頗
る
当
た
ら
ず
」（
傍
線
部 

文
科
ウ
・
理
科
イ
）
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
０
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
ウ
・
理
科
イ
）「
汝
が
愁
へ
頗
る
当
た
ら
ず
」
と
、
宰
相
が 

 
 
 
 
 

翁
に
言
っ
た
理
由
を
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
説
明
す
る
問
題
。 

 
 
 

※ 

ま
と
め
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 

・
傍
線
部
（
文
科
ウ
・
理
科
イ
）
直
後
の
宰
相
の
発
言 

           

「
そ
の
故
は
、
人
の
家
を
領
ず
る
事
は
次
第
に
伝
へ
て
得
る
事
な
り
。
し
か
る
を
、
汝
、
人
の
伝
へ
て
居
る 

 
 
 
 
 
 

べ
き
所
を
、
人
を
脅
か
し
て
住
ま
し
め
ず
し
て
、
押
し
居
て
領
ず
る
、
極
め
て
非
道
な
り
。」 

 
 
 
 
 

・
右
の
箇
所
の
「
次
第
に
伝
へ
て
」
は
、
注
に
「
手
順
を
踏
ん
で
引
き
継
い
で
」
と
説
明
が
あ
る
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
「
か
ら
・
た
め
・
の
で
」
な
ど
が
望
ま
し
い
が
、「
な
ぜ
か
」
の
説
明
に
な
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
以
外
で 

 
 
 

も
よ
い
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
な
ど
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

汝
が
愁
へ
頗
る
当
た
ら
ず 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
３
邸
を
引
き
継
ぐ
に
は
手
順
を
踏
む
べ
き
で
あ
り
、
勝
手
に
住
み
つ
く
の
は
Ｂ
２
非
道
で
あ
る
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
邸
を
引
き
継
ぐ
に
は
手
順
を
踏
む
べ
き
で
あ
り
、
勝
手
に
住
み
つ
く
の
は 

 
 要

素
Ｂ
【
２
点
】
非
道
で
あ
る
か
ら
。 

 
 

  
 



第
二
問 

文
科
（
四
）［
文
科
の
み
］ 

 
「
こ
れ
、
極
め
て
賢
き
事
な
り
」（
傍
線
部
カ
）
を
、「
こ
れ
」
の
中
身
が
わ
か
る
よ
う
に
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
１
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
の
傍
線
部
カ
（
１
１
ペ
ー
ジ
４
行
目
）
の
傍
線
部
カ
「
こ
れ
、
極
め
て
賢
き
事
な 

 
 
 
 
 

り
」
を
、「
こ
れ
」
の
指
示
内
容
を
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
補
い
つ
つ
、
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 
 
 

※ 

「
こ
れ
」
の
指
示
内
容
を
補
う
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 
 

・
傍
線
部
カ
の
直
前
（
１
１
ペ
ー
ジ
３
〜
４
行
目
）
の
翁
の
発
言 

 
 
 
 
 
 

「
大
学
の
南
の
門
の
脇
な
む
、
い
た
づ
ら
な
る
地
候
ふ
。
そ
の
所
へ
ま
か
り
渡
ら
む
は
い
か
が
」 

 
 
 
 
  

・
右
の
箇
所
の
「
大
学
」
は
、
注
に
「
大
学
寮
。
官
吏
養
成
機
関
」
と
説
明
が
あ
る
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、
模
範
解
答
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
、
書
き
誤
り
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

Ａ
３
こ
れ
、
Ｂ
２
極
め
て
賢
き
事
な
り 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
３
大
学
寮
の
南
門
の
脇
の
空
き
地
へ
移
る
と
い
う
の
は
、
Ｂ
２
実
に
賢
明
な
こ
と
で
あ
る
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
大
学
寮
の
南
門
の
脇
の
空
き
地
へ
移
る
と
い
う
の
は
、 

 
 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
実
に
賢
明
な
こ
と
で
あ
る
。 

        
 



第
二
問 

文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

 
「
い
さ
さ
か
に
怖
ろ
し
き
事
な
く
て
や
み
に
け
り
」（
傍
線
部 

文
科
キ
・
理
科
オ
）
と
あ
る
が
、
宰
相
が
ど
の
よ
う
な
人 

 

物
で
あ
っ
た
た
め
か
、
本
文
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
１
ペ
ー
ジ
、
第
３
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
キ
・
理
科
オ
）
に
「
い
さ
さ
か
に
怖
ろ
し
き
事
な
く
て
や
み
に 

 
 
 
 
 

け
り
」
に
つ
い
て
、
屋
敷
に
化
け
物
が
出
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
宰
相
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
た 

 
 
 
 
 

め
か
を
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
問
題
。 

 
 
 

※ 

踏
ま
え
る
ポ
イ
ン
ト 

  
 
 
 
 

以
下
は
、
Ａ
３
「
思
慮
深
く
賢
い
人
」
の
根
拠
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
。 

 
 
 
   

 

・
宰
相
仰
せ
て
言
は
く
、「
汝
が
愁
へ
頗
る
当
た
ら
ず
。
そ
の
故
は 

…
 

そ
の
こ
と
わ
り
、
確
か
に
申
せ
」。 

                                                                       

（
第
２
段
落 

４
〜
７
行
目
） 

 
 
 
 
    

・
心
賢
く
智
あ
る
人
の
た
め
に
は
、
鬼
な
れ
ど
も
悪
し
き
事
も
え
発
こ
さ
ぬ
事
な
り
け
り
。 

                                                                        
 
 

（
最
終
段
落 

１
行
目
） 

  
 
 
 
 

以
下
は
、
Ｂ
３
「
化
け
物
の
出
現
に
対
し
て
も
ま
っ
た
く
動
じ
な
い
人
物
」
の
根
拠
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
。 

 
 
 
  

   

・
宰
相
、
そ
れ
を
見
れ
ど
も
騒
が
ず
し
て
居
た
れ
ば
（
第
１
段
落 

２
行
目
） 

 
 
 
 
    

・
宰
相
、
あ
か
ら
目
も
せ
ず
ま
も
れ
ば
（
第
１
段
落 
４
〜
５
行
目
） 

 
 
 
 
    

・
宰
相
、
騒
が
ず
し
て
居
た
る
（
第
２
段
落 

１
行
目
） 

 
 
 
 
    

・
宰
相
声
を
あ
げ
て
、「
何
事
申
す
翁
ぞ
」
と
問
へ
ば
（
第
２
段
落 

２
行
目
） 

な
ど 

  

■
・
文
末
表
現
は
「
人
物
」
や
「
た
め
」
が
望
ま
し
い
が
、「
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
た
め
か
」
の
説
明
に
な
っ
て 

 
 
 

い
れ
ば
そ
れ
以
外
で
も
よ
い
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
な
ど
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
６
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

い
さ
さ
か
に
怖
ろ
し
き
事
な
く
て
や
み
に
け
り
ず 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
３
思
慮
深
く
賢
い
人
で
、
Ｂ
３
化
け
物
の
出
現
に
対
し
て
も
ま
っ
た
く
動
じ
な
い
人
物
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
思
慮
深
く
賢
い
人
で
、 

 
 要

素
Ｂ
【
３
点
】
化
け
物
の
出
現
に
対
し
て
も
ま
っ
た
く
動
じ
な
い
人
物
。 

 
 

 



１
月
東
大
模
試 

漢
文 

採
点
基
準 

(
一
) 

ａ 

ａ
今
に１
も 
ｂ

日
が
暮１

れ 

ａ
よ
う
と
す
る
中
で 

(
２
点
) 

ａ 

「
将
に…

ん
と
す
る
に
」
の
訳…

…

１
点 

 

※
「
今
に
も…

…
よ
う
と
す
る
中
で
」 

 
 

 

※
「
今
ま
さ
に…

…
よ
う
と
し
て
(
い
て
)
」 

 

 

※
「
ま
さ
に…

…

よ
う
と
し
て
」 

 
 

 

※
「…

…

よ
う
と
い
う
時
(
こ
ろ
)
に
」 

 
 

 

※
「
今
に
も…

…

よ
う
と
す
る
」
と
終
止
し
て
い
る
も
の
は×

 

 

※
下
へ
続
く
形
が
必
要
。 

 

ｂ 

「
夕
な
ら
(
ん
)
」
の
訳…

…

１
点 

 

※
「
日
が
暮
れ
(
よ
う
と
˜
)
」  

 

※
「
夕
刻
に
な
(
ろ
う
と
˜
)
」  

 

※
「
夕
方
に
な
(
ろ
う
と
˜
)
」  

 

※
「
夕
べ
に
な
(
ろ
う
と
˜
)
」  

 

※
「
暗
く
な
(
ろ
う
と
˜
」 

 

 
 

な
ど
○ 

な
ど
○ 



 
ｂ 
ａ

に
わ
か

２

に 

ｂ
(
思
い
立
っ
て
) 

(
２
点
) 

ａ 

「
卒
爾
と
し
て
」
そ
の
も
の
の
訳…

…

２
点 

 

※
「
に
わ
か
に
」 

 

※
「
と
つ
ぜ
ん
」 

 

※
「
つ
い
に
」 

 

※
「
結
局
」 

 

※
「
軽
率
に
」 

 

ｂ 

不
問
と
す
る
が
、 

ａ 

「
に
わ
か
に
」
が
な
く
て
も
、 

 

「
(
ふ
と
)
思
い
立
っ
て
」 

 

 

「
思
い
立
っ
て
」 

 
 

  
 な

ど
○ 

な
ど×

 
が
あ
っ
て
も
○
と
す
る
。 



ｃ 

ａ
年
齢１

の 

ｂ
と
ど
ま
る
こ
と１
が
な
い
の
を 

(
２
点
) 

ａ 

「
年
の
」
の
訳…

…

１
点 

 
※
「
年
齢
が
(
の
)
」
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は×

 

 

※
「
齢
(
よ
わ
い
)
が
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
年
が
」 

 

※
「
年
月
が
」 

 

ｂ 

「
留
ま
ら
ざ
る
を
」
の
訳…

…

１
点 

 

※
「
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
の
を
．
．

」 
 

 

※
「
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
ゆ
く
の
を
．
．

」 
 

 

※
「
止
ま
ら
な
い
こ
と
を

．
．
．

」 
 

 

 

※
「
˜
の
を
」
「
˜
こ
と
を
」
の
よ
う
に
下
へ
続
か
な
い
形
は×

。 

「
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
」
「
と
ど
ま
ら
ず
」

 

な
ど
。 

は×
 

な
ど
○ 



(
二
) 

(
文
科
の
み
) 

ａ
五
十
に１
な
り
、 

ｂ
自
分
の
人
生
も
終
わ
り
が

３

近
い
こ
と
を
思
う
と 

ｃ
心
が
揺１

れ
て
、 

ｄ
正
月
の
よ
い

２

時
節
に
、 

ｅ
こ
う
し
て
隣
人
と
斜
川３

に
出
か
け
て
き
た
。 

(
１
０
点
) 

ａ 

「
開
歳
倏
ち
五
十
」
の
要
素…

…

１
点 

 

※
「
五
十
に
な
り
」  

 
 

 

※
「
五
十
歳
に
な
っ
て
」 

 
 

 

※
「
年
が
明
け
て
五
十
に
な
り
」 

 

 

※
「
正
月
に
な
っ
て
五
十
に
な
り
」 

 

 

※
こ
こ
で
「
正
月
」
の
件
に
触
れ
て
い
れ
ば 

ｄ 

は
「
よ
い
時
節
」
が
あ
れ
ば
○ 

 

ｂ 

「
吾
が
生
行
(
ゆ
く
ゆ
く
)
帰
休
せ
ん
」
の
要
素…

…

３
点 

 

※
「
之
(
こ
れ
)
を
念
(
お
も
)
へ
ば
」
に
相
当
す
る
。 

 

※
「
自
分
の
人
生
も
終
わ
り
に
近
い
こ
と
を
思
う
と
」 

 

※
「
自
分
も
い
よ
い
よ
死
期
が
近
い
こ
と
を
思
う
と
」 

 

※
「
我
が
命
も
そ
の
う
ち
尽
き
る
こ
と
を
思
う
と
」 

 

※ 

ｃ 

に
続
く
形
が
自
然
で
あ
れ
ば
「
思
う
と
」
は
な
く
て
可
。 

た
と
え
ば
、「
自
分
も
い
よ
い
よ
死
期

 

が
近
い
こ
と
に
」→

「
心
が
揺
れ
て
」 

な
ど
。 

 

※
「
帰
休
」
を
「
故
郷
に
帰
っ
て
休
む
」
な
ど
に
し
て
い
る
の
は×

 

 
 

な
ど
○ 

な
ど
○ 



 
ｃ 
「
中
懐
を
動
か
し
」
の
要
素…

…

１
点 

 
※
「
心
が
揺
れ
て
」  

 
 

 

※
「
心
は
動
揺
し
(
さ
せ
ら
れ
) 

 

 

※
「
心
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
(
て
)
」  

 

 

※
「
胸
中
が
揺
れ
て
」 

 
 

 

※
「
胸
が
さ
わ
い
で
」 

 
 

 

ｄ 

「
辰
に
及
ん
で
」
の
要
素…

…

２
点 

 

※
「
正
月
五
日
、天
気
澄
和
し
、風
物
閑
美
」
な
「
辰
(
と
き
)
」
で
あ
る
。 

 

※
「
正
月
」
の
要
素  

 
…

…

１
点 

 

※
「
辰
に
及
ん
で
」
(
「
辰
」
は
注
ア
リ
) 

…
…

１
点 

 

※ 

ａ 

で
「
正
月
」
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
れ
ば
、「
辰
に
及
ん
で
」
だ
け
で
２
点
と
す
る
。 

 

ｅ 

「
茲
の
遊
を
為
す
」
の
要
素…

…

３
点 

 

※
「
二
、三
の
隣
曲
と
同
(
と
も
)
に
斜
川
に
遊
ぶ
」
に
相
当
す
る
。 

 

※
「
天
気
澄
和
し
、風
物
閑
美
」
の
要
素
が
こ
こ
に
入
っ
て
い
て
も
よ
い
が
、 

ｄ 

の
「
よ
い
時
節
」 

に
ま
と

 

め
ら
れ
も
す
る
の
で
、な
く
て
も
可
。 

 

※
こ
う
し
て
隣
人
と
斜
川
に
出
か
け
て
き
た
」 

 

※
「
二
、三
の
隣
人
と
斜
川
に
遊
び
に
き
た
」 

 

※
「
頼
も
し
い
隣
人
と
川
遊
び
に
出
か
け
た
」 

 

※
「
近
所
の
人
と
斜
川
で
遊
ぶ
こ
と
に
し
た
」 

 

※
「
隣
曲
」
の
要
素
の
不
足
は
△
ー
１
点
。 

「
友
人
と
」
「
知
り
合
い
と
」
な
ど
。 

 
 

な
ど
○ 

と
す
る
。 

な
ど
○ 



(
三
) 

理
科
は
(
二
)	

ａ
今
後
、２
再
び 

ｂ
こ
の
よ
う
な
楽３

し
い
機
会
が 

ｃ
あ
る
か
ど
う
か２
わ
か
ら
な
い 

ｄ
と
い
う
こ
と
。 

(
７
点
) 

ａ 

「
今
よ
り
去
り
て
復
た
」
の
要
素…

…

２
点 

 

※
「
今
後
、再
び
」 

 

※
「
こ
れ
か
ら
ま
た
」 

 

※
「
今
後
、ま
た
」 

 

※
「
こ
の
先
、再
び
」 

 

※
「
今
よ
り
去
り
て
」
の
要
素 …

…

１
点 

 

※
「
復
た
」
の
要
素  

…
…

１
点 

 

※
「
復
た
」
の
要
素
は 

ｂ 

・ 

ｃ 

の
ど
こ
か
に
あ
っ
て
も
よ
い
。 

 

ｂ 

「
此
く
の
ご
と
く
な
る
」
の
内
容…

…

３
点 

 

※
１
行
の
設
問
な
の
で
「
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
機
会
」
と
し
た
が
、可
能
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
書
い

 

て
あ
っ
て
も
可
。 

 

※
「
こ
の
よ
う
な
機
会
(
時
間
)
の
要
素 

 
…

…

２
点 

 

※
「
楽
し
い
」
「
幸
せ
な
」
「
よ
い
」
な
ど
の
要
素 

…
…

１
点 

 

※
「
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
機
会
が
」 
 

 

 

※
「
こ
の
よ
う
な
よ
い
こ
と
が
」  

 
 

 

※
「
こ
の
よ
う
に
幸
せ
な
時
間
が
」 

 
 

 

※
「
こ
の
よ
う
に
酒
を
交
わ
し
楽
し
む
こ
と
が
」 

 

 

※
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
」 

 

 

※
「
こ
ん
な
時
が
」  

 

  

な
ど
○ 

と
す
る
。 

と
す
る
。 

な
ど
○ 

な
ど
△
ー
１
点 



ｃ 

「
未
だ
知
ら
ず
」
「
当
に…

べ
き
や
不
(
い
な
)
や
」
の
要
素…

…

２
点 

 

「
未
だ
知
ら
ず
」
(
わ
か
ら
な
い
)
」
の
要
素 

…
…

１
点 

 
「
当
に…

べ
き
や
不
や
(
あ
る
か
ど
う
か
)
」
の
要
素 

…
…

１
点 

 

※
「
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い 

 

 

※
「
な
い
か
も
し
れ
な
い 

 
 

 

※
「
す
ご
せ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」 

 

 

※
「
(
˜
こ
と
が
)
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」 

 

※
「
ま
だ
．
．…

な
い
」
の
「
ま
だ
」
は
な
い
ほ
う
が
よ
い
が
、入
っ
て
い
て
も
減
点
し
な
い
。 

 

ｄ 

文
末
の
「
˜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

 

 
 

と
す
る
。 

な
ど
○ 



(
四
) 

理
科
は
(
三
)	

ａ
明
日
の
こ
と
は
ど
う３

で
も
い
い
か
ら
、 

ｂ
今
日
を
十
分
に

４

楽
し
も
う 

ｃ
と
い
う
こ
と
。 

(
７
点
) 

※ 

ａ 

・ 

ｂ 
の
順
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。 

ａ 

「
明
日
は
求
む
る
所
に
非
ず
」
の
要
素…

…

３
点 

 

※
「
明
日
の
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
」 

 
 

 

※
「
明
日
(
の
こ
と
)
を
思
い
わ
ず
ら
う
ま
い
」 

 

 

※
「
明
日
が
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」  

 

 

※
「
明
日
の
こ
と
は
考
え
ま
い
」 

 
 

 

※
「
明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」 

 
 

 

※
「
明
日
は
求．
め．
ら
れ
な
い
」  

 
 

 

※
「
明
日
は
求．
め
る
．
．

も
の
で
は
な
い
」 

 

 

ｂ 

「
且
く
今
朝
の
楽
し
み
を
極
め
ん
」
の
要
素…

…

４
点 

 

※
「
今
日
を
十
分
に
楽
し
も
う
」 

 

 

※
「
今
の
楽
し
さ
を
大
切
に
し
よ
う
」 

 

 

※
「
今
日
の
楽
し
さ
を
極
め
よ
う
」 

 

 

※
「
今
あ
る
楽
し
み
を
極
め
よ
う
」 

 

 

※
「
今
朝
」
で
も
可
と
す
る
。 

 

※
「
今
日
の
遊
び
の
楽
し
さ
」
の
よ
う
に
、斜
川
に
遊
ん
だ
こ
と
、客
人
と
酒
を
く
み
か
わ
し
た
こ

 

と
な
ど
の
具
体
的
な
こ
と
は
不
要
だ
が
、入
っ
て
い
て
も
減
点
は
し
な
い
。お
そ
ら
く
１
行
で
収
ま

 

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
。 

 

ｃ 

文
末
の
「
˜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

 

な
ど
○ 

は
△
ー
２
点
。 

な
ど
○ 
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